
ア　調査の流れ（窓の場合）

（はい）

（いいえ）

（いいえ）

（はい）

窓台と転落防止用の柵、手すり、ネット等の高さ

が床面から110cm以上ある、かつ、柵や手すりがあ

る場合、柵や手すりの間隔が内寸11cm以下となっ

ている。 ＜図１＞

2階以上にある窓のうち、地面や下の階に直接落下

する可能性がある窓がある。（部屋から同一階の

廊下やテラスに落下する窓は含まない）

指導訓練室・相談室・投下等が2階以上にある。

（はい）

（いいえ）

（はい）

窓に、開口幅を制限するストッパーや補

助錠が設置されている

（いいえ）

（いいえ）

（はい）

調査終了

調査終了

窓の開口部から60cm以内に足がかりとなるものがな

い、もしくは、60cm以内の距離にあっても足がかり

とならない対策がとられている。

＜図１＞

転落防止

対策必要

柵、手すり、ネット等が足がかりとならない形状

となっている。

（いいえ）

（はい）

調査終了

調査終了



足がかりとならない形
状の例

・柵、手すりは縦さんとする
・足や指が入らない、又はひっかからない形状とする
・傾斜をつける

窓柵の設置例

足がかりとなら

ないよう傾斜を

つける

窓際の本棚上に本立てを

固定して、上れないよう

にする

開閉制限器具の設置例

足がかりとならない例

取外しが可能な補助錠
子どもの手の届かない位置に設置



イ　調査の流れ（屋内階段、常時使用する屋外階段の場合）

足がかりとならない形
状の例

・柵、手すりは縦さんとする
・足や指が入らない、又はひっかからない形状とする
・傾斜をつける

（はい）

（いいえ）

指導訓練室・相談室・廊下等が2階以上にある。

（はい）

（いいえ）

2階以上の階段の手すり壁と転落防止用の柵、手す

り、ネット等を合わせた高さが階段の踏面の先端

から110cm以上ある、かつ、柵や手すりがある場合、

柵や手すりの間隔が内寸11cm以下となっている。

（図１）

柵の設置例

調査終了
転落防止

対策必要

柵、手すり、ネット等が足がかりとならない形状

となっている。

（いいえ）

（はい）
（いいえ）

階段の降り口に児童が開閉できな

い柵等が設けられている。

（図２）

（はい）

調査終了

降り口の柵等の例（図１） （図２）

調査終了

調査終了

（いいえ）

（はい）

階段の手すり壁の高さが110cm以下である。



ウ　調査の流れ（テラス、屋上園庭等の場合）

エ　調査の流れ（吹抜けに面した廊下等の場合）

（はい）

（いいえ）

（いいえ）

（はい）

柵、手すり、フェンス等から60cm以内に足がかりと

なるものがない、もしくは、60cm以内の距離にあっ

ても足がかりとならない対策がとられている。＜図

２＞

柵、手すり、フェンス等は以下の高さを確保し、か

つ、柵の場合、柵の間隔が内寸11cm以下である。

・床から足がかりまでの高さが65cm未満の場合は、

足がかりから手すりの上端までが110cm以上

・床から足がかりまでの高さが65cm以上の場合は、

床面から110cm以上

・テラス、屋上園庭が2階以上にある。

・吹抜けに面した廊下等が2階以上にある。

（はい）

（いいえ）

（はい）

（いいえ）

調査終了 転落防止

対策必要

柵、手すり、フェンス等が腐食・錆びていない。

＜図１＞ ＜図２＞

（いいえ）

（はい）

柵、手すり、フェンス等が足がかりとならない形状

となっている。

調査終了



足がかりとならない形
状の例

・柵、手すりは縦さんとする
・足や指が入らない、又はひっかからない形状とする
・傾斜をつける

拭抜けに面した廊下の例


